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出現期間の限られたグループでは，特定の植物を訪花
する傾向が見て取れる。
両所ともキク科・マメ科への訪花ハナバチ個体数・
種数が多いのは，両科の開花種数が多く開花期間が長
く，開花面積が大きいことが多い要因であろう。また
大門町庄川河川敷でのヤナギ科への訪花が多いのは河
川敷という環境からヤナギ類が多く存在することによ
るのであろう。
各調査地での訪花個体数の多い科上位4科をみると
(表6)，キク科が4ケ所において1位，残り2ケ所で
2位であり，マメ科が一ケ所で1位，3ケ所で2位，
一ケ所で3位，のこり一ヶ所で4位である。このキク
科・マメ科の2科が平地・丘陵地での一般的な主要な
訪花対象となっており，それに併せてアブラナ科やバ
ラ科が加わり，加えて丘陵地ではウルシ科やスイカズ
ラ科が，河川敷ではヤナギ科がというように，環境に
応じて異なった植物が各場所での主要な訪花対象となっ
ている。
小矢部四日町，呉羽丘陵呉羽山では，訪花個体数の
上位5種の訪花植物のうち，3種が帰化植物である
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表6．訪花個体数上位4科の植物への訪花割合（％）
「｜小矢部’大門｜島尾 城山呉羽庄川
キク科
マメ科
ウルシ科
スイズラ科
??????
キク科
マメ科
ウルシ科
アブラナ科
マメ科24
キク科l唇
トウダイグサ科E
ヤナギ科
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バラ科
キク科
アブラナ科
マメ科
?
?????? ??
2；
1E
￥~：
キク科
マメ科
カタバミ科
アブラナ科
?????????? 、、? ?
訪花個体数上位5種の植物（太字は帰化植物）
小矢部｜大門｜島尾
???
城山庄川｜呉羽
ｿナギ’ヒメジョオン
メガシワハギ
ギ類シロツメクサ
ノ葡リナ｜ニガナ
ジョオン｜ハルジョオン
コマツナギ
アカ ガシワ
ヤナ 類
|彦路〉
ニガナ
ヒメジョオン
タンポポ類
ヒヨドリバナ
ハギ類
タチヤナギ
タニウッギ
ヒメジョオン
|柔鱒≦
ハマナス
ハマダイコン
ハルジョオン
ハマヒルガオ
ハマゴウ
?????
?????? ョョ?ッ???????
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首では秋には減るものの夏季にはさほど減少しない。
3．小矢部市四日町，大門町枇杷首ともにキク科花上
で得られた個体が最も多く，小矢部市四日町において
は採集個体数の約50％がそうであり大門町枇杷首にお
いては約25％がそうであった。次いで小矢部市四日町
ではマメ科，大門町枇杷首ではヤナギ科花上でともに
約20％の個体が得られた。小矢部市四日町では，コウ
ゾリナ，シロツメクサ，アキノノゲシヘの訪花が多く，
大門町枇杷首では，タチヤナギ，タニウツギ，ヒメジョ
オンヘの訪花が多かった。
(表7)。他の4ケ所においても5種のうち1種は帰化
植物である（呉羽丘陵城山では「タンポポ類」として
集計したものが5種のうちに入っているがほとんどは
セイヨウタンポポであるのでここでは2種となる｡)。
これは，平野部・丘陵地では，ハルジョオン，ヒメジョ
オン，シロツメクサ，セイヨウタンポポといった帰化
植物が既にハナバチ類の訪花対象として大きな位置を
占めていることを示すとともに，特に農耕地や丘陵地
では主要な位置を占めるようになっていることを示し
ている。
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